
て
い
ま
す
。
引
っ
張
り
だ
こ
の
人
気
で
、

昨
年
度
は
19
の
都
府
県
の
46
校
を
訪
問
。

オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
１
回
実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
校
生
の
た
め
の
体
験
型
科
学

講
座
「
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ａ
Ｓ
（
エ
ル
キ
ャ
ス
）」

は
、
京
都
大
学
の
研
究
者
に
よ
る
多
彩
な

授
業
を
、
対
面
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
か
ら

　湊
みなと

 長
なが

博
ひろ

総長　
1975年京都大学医学部卒業。同大学
結核胸部疾患研究所附属病院医員、
米国アルバートアインシュタイン医科
大学微生物免疫学教室客員研究員、
自治医科大学助教授、京都大学医学
部教授、 同大学大学院医学研究科
長・医学部長、同大学理事・副学長
などを経て2020年より現職。

　1897（明治30）年、日本で二校目の帝国大学として
創立した京都大学。アジア諸国で最多のノーベル賞受賞者
を輩出するなど、「地球社会の調和ある共存に貢献するこ
と」を基本理念に今日まで歩んできた姿勢は、わが国を代
表する研究型大学としての120余年にわたる軌跡に表れ
ています。
　それら独創的な研究の功績は、「自由の学風」のもと生
み出されたものにほかなりません。教育では伝統的に「対
話を根幹とした自学自習」を柱に据え、学生の知的好奇心
や探求心を育んでいます。
　「京都大学では周りの多様な人たちとの交流を深めなが
ら、味わったことのない喜びをたくさん経験してほしい」
と語る湊総長。多様で有為の人材が世界中から集うことの
できる魅力ある教育（1）・研究（2）環境の整備と、自律的な
運営基盤を強化するための産学連携活動（3）や基金活動、
社会への発信などに注力し、地球社会に貢献する京都大学
の力強い歩みを着実に未来につないでいます。

〝
対
話
〟
を
根
幹
と
し
た
「
自
学
自
習
」
を
礎
に

世
界
か
ら
集
う
多
様
な
若
者
が
切
磋
琢
磨
し

独
創
性
あ
ふ
れ
る
研
究
で
地
球
社
会
に
貢
献

京都大学
〒606-8501　京都府京都市左京区吉田本町　教育推進・学生支援部 入試企画課　TEL 075-753-2521　https://www.kyoto-u.ac.jp/

「
自
由
の
学
風
」
が
生
み
出
す

独
創
的
研
究
で
地
球
社
会
に
貢
献

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
は
ア
ジ
ア
最
多

　

京
都
大
学
は
１
８
９
７
（
明
治
30
）
年

に
日
本
で
二
校
目
の
帝
国
大
学
と
し
て
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
政
治

の
中
心
か
ら
離
れ
た
京
都
の
地
に
自
由
で

新
鮮
な
、
そ
し
て
本
当
に
真
理
を
探
求
し

学
問
を
研
究
す
る
学
府
と
し
て
の
大
学
を

作
る
と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
京
都
帝
国
大
学
の
創
設
に
携

わ
っ
た
初
代
総
長
の
木
下
廣
次
は
、
創
立

後
最
初
の
入
学
宣
誓
式
で
「
自
重
自
敬
」

に
つ
い
て
述
べ
、
学
生
の
自
主
性
を
尊
重

し
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
礎
に
１
２
０
余

年
の
伝
統
の
中
で
築
か
れ
て
き
た
の
が
、

京
都
大
学
を
象
徴
す
る
「
自
由
の
学
風
」

な
の
で
す
。

　

そ
の
自
由
の
学
風
の
も
と
、
創
造
的
研

究
を
尊
び
、
地
球
社
会
の
調
和
あ
る
共
存

に
貢
献
す
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
き

た
歩
み
は
、
京
都
大
学
ゆ
か
り
の
ノ
ー
ベ

ル
賞
受
賞
者
の
軌
跡
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　

革
新
的
な
素
粒
子
論
を
唱
え
、
日
本
人

と
し
て
初
め
て
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た

湯
川
秀
樹
博
士
（
１
９
４
９
年
、
物
理
学

独
創
性
や
新
規
性
を
最
も
重
視
す
る
点
に

あ
り
、
京
都
大
学
か
ら
の
受
賞
者
が
多
い

の
は
そ
の
た
め
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

京
都
大
学
へ
の
入
門
授
業

「
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
」
で

自
ら
学
問
す
る
こ
と
を
学
ぶ

　

こ
う
し
た
独
創
性
の
根
源
で
あ
る
知
的

好
奇
心
と
探
求
心
を
大
切
に
し
て
き
た
京

都
大
学
で
は
、「
研
究
を
通
し
て
教
育
す

る
」
を
伝
統
的
な
モ
ッ
ト
ー
に
掲
げ
、
そ

れ
を
体
現
す
る
「
対
話
を
根
幹
と
し
た
自

学
自
習
」
を
教
育
の
柱
に
据
え
て
き
ま
し

た
。
そ
の
知
的
空
間
に
あ
ふ
れ
る
学
問
の

魅
力
に
触
れ
る
第
一
歩
と
な
る
の
が
、
各

学
部
の
枠
を
超
え
て
、
教
養
科
目
や
外
国

語
、
専
門
基
礎
科
目
と
い
っ
た
学
士
課
程

に
共
通
す
る
科
目
の
企
画
お
よ
び
実
施
と

教
育
の
国
際
化
  （4）

を
担
う
「
国
際
高
等
教

育
院
（
Ｉ
Ｌ
Ａ
Ｓ
）」
に
よ
る
教
養
・
共

通
教
育
で
す
。
ど
の
学
部
に
入
学
し
た
場

賞
）
を
は
じ
め
と
す

る
11
人
は
、
ア
ジ
ア

の
大
学
の
中
で
最
も

多
い
数
を
誇
り
ま
す
。

ま
た
「
数
学
界
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
」
と
も

呼
ば
れ
る
フ
ィ
ー
ル

ズ
賞
の
日
本
人
受
賞

者
３
人
の
う
ち
、
廣

中
平
祐
博
士
ら
２
人

が
京
都
大
学
を
母
校

と
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
に
は
、

体
の
中
で
免
疫
の
働

き
に
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
い
る
物
質
を
発
見
し
、
が
ん
の
免
疫

療
法
や
治
療
薬
の
開
発
な
ど
に
貢
献
し
た

功
績
に
よ
り
、
本
庶
佑
・
京
都
大
学
高
等

研
究
院
特
別
教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
そ
の
本
庶
博

士
と
研
究
を
と
も
に
し
て
き
た
の
が
、
湊

長
博
総
長
そ
の
人
で
も
あ
り
ま
す
。「
自

由
の
学
風
」
が
世
界
の
ト
ッ
プ
と
渡
り
合

う
高
い
研
究
力
を
一
貫
し
て
培
っ
て
き
た

背
景
に
つ
い
て
、
湊
総
長
は
こ
う
話
し
ま

す
。

　
「
自
由
の
学
風
と
は
、
言
い
換
え
れ
ば

独
創
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
京
都

大
学
の
科
学
の
伝
統
は
、
自
然
科
学
で
あ

れ
人
文
社
会
科
学
で
あ
れ
、
時
代
の
ト
レ

ン
ド
を
追
う
の
で
は
な
く
、
未
知
の
領
域

に
果
敢
に
挑
戦
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
０
か
ら
１
を
生
む
こ
と
で
あ
り
、

湯
川
秀
樹
先
生
は
し
ば
し
ば
〝
飛
躍
す

る
〟
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
国

際
賞
の
中
で
も
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
特
徴
は

（1） 京都大学の教育
○大学院教育支援機構
　優秀で意欲のある学生の修士課程、博士後期
課程への進学を促進するため、2021年に設置。
大学院生に対する経済支援を拡充するとともに、
博士人材が幅広く活躍するためのキャリアパス
の多様化を図る。その上で、留学生のリクルー
ティングや国際教育（海外短期留学、海外イン
ターンシップなど）の支援を通じて、多様な人
材を獲得・育成するとともに、その才能を世界
に還元する「頭脳循環」の加速を目指している。
21年度から開始した生活費相当額の経済支援に
より、23年度は約800人の博士課程学生を支援。
23年4月には、アントレプレナーや教育力向上
などを目指すコースがスタートした。

（2） 京都大学の研究
○次世代医療・iPS細胞治療研究センター

（Ki-CONNECT）
　iPS細胞をはじめとする新しい医療技術や附
属病院が誇る統合医療データを医療・創薬の早
期実用化につなげるため、2020年４月に京都大
学医学部附属病院に設置。難病や希少疾患にお
ける早期臨床試験のための専用病棟として、臨
床試験を推進するとともに、臨床情報にリンク
したクリニカルバイオバンクの拡大と応用に取
組んでいる。

○がん免疫総合研究センター（CCII）
　2020年４月、京都大学大学院医学研究科附属
教育研究施設として設置。初代センター長には
ノーベル生理学・医学賞受賞者の本庶佑高等研
究院特別教授が就任。日本初の「がん免疫」研
究の拠点として、次世代のがん免疫研究者の育
成と国際的研究ネットワーク形成を目指し、基
礎から臨床応用まで一貫した拠点をベースに、
わが国の革新的医療開発の先導的役割を担って
いくことが期待されている。

（3） 京都大学の産学連携活動
○京都大学オープンイノベーション機構
　既存の枠組みに捉われない「組織」対「組織」
の本格的な大型共同研究を企画・実施する研究
拠点。企業との共同研究プロジェクトは従来、
研究者が大学内の複数の部門、企業担当者と調
整を行っていたが、同機構が大学・研究者と企
業の間に立ち、マネジメントを実施することに
より、企業への窓口の一本化と研究者の負担軽
減を図る。また、産官学連携本部、京大グルー
プ会社と連携し、部局を越えた共同研究の提案
など、企業側へのアプローチを積極的に行うこ
となどで「京大モデル」の実効性を高める。

合
も
、
学
部
ご
と
に
実
施
す
る
専
門
教
育

を
履
修
す
る
前
、
も
し
く
は
専
門
教
育
と

並
行
し
な
が
ら
「
全
学
共
通
科
目
」
を
学

び
ま
す
。
８
つ
の
科
目
群
で
開
講
数
は
約

３
０
０
０
ク
ラ
ス
に
も
及
び
ま
す
。

　

湊
総
長
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
ま
す
。

　
「
重
点
の
一
つ
は
、
個
々
の
学
問
領
域

を
超
え
た
幅
広
い
分
野
の
知
見
を
広
げ
る

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
編
成
で
す
。
も
う
一
つ
は
、

５
〜
25
人
程
度
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
な

少
人
数
教
育
で
す
。
自
然
科
学
か
ら
人
文

学
、
社
会
科
学
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
課
題
ま

で
、
生
き
た
現
場
で
教
育
研
究
に
携
わ
る

教
員
と
学
生
た
ち
が
半
年
あ
る
い
は
通
年
、

同
じ
メ
ン
バ
ー
で
特
定
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
議
論
し
な
が
ら
授
業
を
進
め
ま
す
。
そ

の
過
程
で
生
じ
る
課
題
を
解
決
に
導
く
策

を
教
員
が
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
方
式
の
科
目
と
し
て
、

主
に
学
部
新
入
生
を
対
象
と
す
る
『
Ｉ
Ｌ

Ａ
Ｓ
セ
ミ
ナ
ー
』
を
毎
年
２
５
０
以
上
開

講
し
て
い
ま
す
。
高
校
ま
で
の
知
識
習
得

を
中
心
と
し
た
学
習
と
は
異
な
り
、
大
学

で
は
自
ら
課
題
を
見
い
だ
し
、
必
要
な
資

料
を
収
集
し
、
対
話
を
通
じ
て
新
た
な
知

識
を
生
み
出
す
と
い
う
学
問
の
プ
ロ
セ
ス

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
全
員
が

研
究
者
に
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

そ
れ
は
社
会
の
多
方
面
で
活
躍
す
る
た
め

に
必
要
な
視
点
や
素
養
を
身
に
つ
け
る
た

め
の
プ
ロ
セ
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中

で
〝
対
話
〟
が
ど
れ
だ
け
大
事
か
と
い
う

こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」

　

京
都
大
学
で
は
学
問
す
る
楽
し
さ
を
高

校
生
に
届
け
る
活
動
も
実
に
盛
ん
で
す
。

　

高
大
連
携
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る

「
学
び
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
事
業
」
で
は
、

京
都
大
学
の
あ
ら
ゆ
る
研
究
科
に
所
属
す

る
大
学
院
生
ら
が
自
身
の
研
究
内
容
を
高

校
生
に
紹
介
す
る
「
出
前
授
業
」
を
行
っ

選
択
し
て
受
講
で
き
る
【
講
義
型
】
や
、

研
究
室
等
を
訪
問
し
て
先
端
研
究
の
演
習

授
業
を
体
験
す
る
【
演
習
型
】
を
通
じ
て
、

学
習
意
欲
の
高
い
高
校
生
が
高
度
な
学
術

に
ふ
れ
る
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
３
年
度
は
、
文
系
・
理
系
合
わ
せ

て
、
講
義
型
９
講
座
、
演
習
型
12
講
座
を

開
講
し
ま
し
た
。

人
材
も
教
育
研
究
も
、

自
由
な
精
神
的
風
土
の
な
か
で

多
様
性
に
富
む
環
境
を
推
進

　

多
様
で
有
為
の
人
材
が
世
界
中
か
ら
集

う
こ
と
を
ビ
ジ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て
掲
げ

る
湊
総
長
。
研
究
の
多
様
性
や
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
ー
に
つ
い
て
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
新
し
い
発
見
は
、
そ
れ
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
あ
る
と
と
も
に
多
様
で
あ
る
こ
と
が

必
要
で
す
。
時
代
の
ト
レ
ン
ド
だ
け
を
追

い
か
け
る
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
型
で
は
、
な

か
な
か
新
し
い
発
見
や
考
え
方
は
出
て
こ

な
い
。
ま
だ
誰
も
研
究
し
て
い
な
く
て
も

大
事
だ
と
思
う
領
域
か
ら
始
め
、
そ
れ
を

独
創
的
な
手
法
で
繰
り
広
げ
る
こ
と
で
、

や
が
て
世
界
か
ら
も
注
目
を
集
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
学
は
伝
統
的
に
こ
の
よ

う
な
タ
イ
プ
の
研
究
を
継
承
し
て
き
ま
し

た
。
が
ん
免
疫
に
し
て
も
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に

し
て
も
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
や
素
粒
子
に
し

て
も
全
部
そ
う
で
す
。
こ
の
よ
う
に
研
究

を
進
め
る
た
め
に
は
多
様
性
が
不
可
欠
で
、

さ
ら
に
そ
の
原
点
に
あ
る
の
が
、
本
学
の

自
由
の
学
風
で
す
。
自
由
の
学
風
と
は
、

単
に
何
を
し
て
も
良
い
と
い
う
意
味
で
は

な
く
、
精
神
的
な
自
由
の
こ
と
な
の
で
す
。

つ
ま
り
精
神
的
な
自
由
が
な
け
れ
ば
、
多

全学共通科目

京都大学　

教 養

知 力

統合科学科目群
統合科学（15クラス）
環境
森里海連環学
その他統合科学

少人数教育科目群　ILASセミナー
医療
言語教育
東洋史
日本古典
政治学

ILAS セミナー
ILAS Seminar-E2
ILAS セミナー（海外）

社会学
過疎問題
地震
天文学
文化人類学

豊かさ
エネルギー需給
海洋生物
　　…

言語力
キャリア形成科目群
国際コミュニケーション
学芸員課程
地域連携
多文化理解
その他キャリア形成

外国語科目群
英語
ドイツ語
フランス語
中国語
ロシア語
イタリア語

スペイン語
朝鮮語
アラビア語
日本語
（外国人留学生対象）

全35科目

情報学科目群
情報基礎
情報基礎演習

全48科目

健康・スポーツ科目群
健康・スポーツ学科
スポーツ実習（93クラス）

全46科目

全25科目
全3科目
262クラス

全165科目

自然科学科目群
数学
データ科学
物理学
化学

生物学
地球科学
図学

全236科目

人文・社会科学科目群
哲学・思想
歴史・文明
芸術・文学・言語
教育・心理・社会

地域・文化
法・政治・経済
外国文献研究
（102クラス）
日本理解
（外国人留学生対象）

全300科目

※開講科目数は2023年度実績です。
　2024年度はこの限りではありません。
→https://www.z.k.kyoto-u.ac.jp/

ILASセミナーの様子（左、右とも）
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を
２
０
２
１
年
５
月
に
立
ち
上
げ
、
翌
22

年
度
か
ら
給
付
を
開
始
し
ま
し
た
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
建
築
家
の
安
藤
忠
雄

氏
や
株
式
会
社
ニ
ト
リ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
を
は
じ
め
と
す
る
個
人
や
企
業
か
ら
の

寄
付
金
を
基
金
と
し
た
も
の
で
、
向
こ
う

10
年
間
で
約
１
２
０
０
名
の
多
様
な
分
野

へ
の
挑
戦
を
後
押
し
し
、
次
代
を
担
う
優

れ
た
研
究
者
ら
を
育
成
す
る
こ
と
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
湊
総
長
は
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
の
生
活
苦
が
顕
在

化
し
ま
し
た
。
少
な
く
と
も
、
在
学
中
に

経
済
的
理
由
に
よ
っ
て
進
路
を
断
念
す
る

こ
と
だ
け
は
な
い
よ
う
に
支
援
し
た
い
と

い
う
の
が
、
こ
の
奨
学
金
の
原
点
で
す
。

勉
学
や
研
究
へ
の
強
い
意
欲
を
持
っ
て
い

る
学
生
た
ち
に
は
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
の
な
い
よ
う
に
社
会
の
善
意
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
仕
組
み
が
大
事
に
な
っ
て
き
ま
す
。

〝
ク
リ
エ
イ
ト 

ザ 

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
〟
と
い

う
の
は
、
社
会
全
体
で
若
い
人
た
ち
の
将

来
を
作
り
上
げ
て
い
こ
う
じ
ゃ
な
い
か
と
い

う
意
志
の
表
れ
で
す
ね
。
幸
い
に
も
、
各

界
の
多
く
の
方
々
に
ご
賛
同
い
た
だ
き
温

か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
」

　

そ
し
て
、
京
都
大
学
を
志
望
す
る
受
験

京都大学　

様
性
や
独
創
性
は
生
ま
れ
な
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。
こ
れ
を
基
本
的
な
姿
勢
と
し
、

本
学
で
は
性
別
や
国
籍
に
か
か
わ
ら
ず
、

多
様
性
（
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
ー
）
に
富
ん

だ
環
境
を
推
進
し
て
い
ま
す
」

　

具
体
策
の
一
つ
と
し
て
、
女
子
学
生
や

女
性
研
究
者
の
比
率
向
上
の
た
め
に
ロ
ー

ル
モ
デ
ル
（
お
手
本
に
な
る
人
物
）
を
増

や
す
取
り
組
み
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
学
部

生
の
５
人
に
１
人
が
女
子
学
生
と
い
う
京

都
大
学
で
は
毎
年
、
女
子
高
校
生
に
向
け

た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
こ
の
う
ち
、「
女

子
高
生
・
車
座
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
京

都
大
学
で
は
ど
ん
な
勉
強
や
研
究
を
す
る

の
か
、
大
学
卒
業
後
の
進
路
は
ど
ん
な
も

の
が
あ
る
の
か
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
疑
問

に
つ
い
て
女
子
学
生
や
女
性
研
究
者
と
気

軽
に
話
が
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
女
子
高
生
応
援
大
使
」
で
は
、

女
子
学
生
が
「
応
援
大
使
」
と
し
て
母
校

を
訪
問
。
座
談
会
の
よ
う
な
形
で
後
輩
に

京
都
大
学
の
魅
力
や
大
学
生
活
の
様
子
を

伝
え
、
受
験
勉
強
の
仕
方
や
高
校
時
代
の

過
ご
し
方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

　

女
子
学
生
に
対
し
て
は
、
研
究
活
動
の

中
で
今
よ
り
も
ま
し
て
リ
ー
ダ
シ
ッ
プ
や

イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
発
揮
で
き
る
よ
う
、

今
年
度
か
ら
「
女
子
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
ス
タ
ー
ト
。
新
し
い
課

題
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
活
動
に
奨
学
金
を

支
給
し
ま
す
。
若
手
の
女
性
研
究
者
に
は
、

優
れ
た
成
果
を
讃
え
る
「
京
都
大
学
た
ち

ば
な
賞
」
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
若
者
の
持
つ
多
様
な
可
能
性

を
引
き
出
し
て
育
む
と
い
う
観
点
か
ら
、

入
試
制
度
で
は
す
べ
て
の
学
部
・
学
科
に

お
い
て
、
一
般
選
抜
に
加
え
、
受
験
科
目

以
外
に
も
学
ぶ
意
欲
や
志
、
創
造
性
な
ど

を
加
味
し
て
評
価
す
る
特
色
入
試
  （5）

の
二

本
柱
で
実
施
。
な
お
特
色
入
試
で
は
、
男

女
を
平
等
に
評
価
し
た
上
で
の
女
子
が
合

格
者
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
２
０
１
６

年
の
導
入
以
来
32
〜
59
％
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
一
般
選
抜
の
合
格
者
の
女
子
比
率

が
約
２
割
で
あ
る
こ
と
と
比
べ
る
と
、
女

子
が
得
意
と
す
る
選
抜
方
法
で
あ
る
と
み

る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

留
学
生
の
将
来
の
選
択
肢
を
広
げ
、

日
本
の
学
生
も
と
も
に
切
磋
琢
磨
す
る

「
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
ｉ
Ｕ
Ｐ
」

　

一
方
、
海
外
の
最
優
秀
層
の
学
生
の
獲

得
に
も
積
極
的
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
京
都
大
学
で
は
大
学
院
で
の
受
け

入
れ
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
、
世
界
各

国
の
ト
ッ
プ
高
校
か
ら
学
部
へ
の
留
学
生

数
を
伸
ば
す
た
め
展
開
し
て
い
る
の
が
、

「
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔｏ 

ｉ
Ｕ
Ｐ
」
で
す
。

　

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
特
長
と
し
て
、
入

学
段
階
で
の
日
本
語
能
力
は
問
い
ま
せ
ん
。

学
部
入
学
の
半
年
前
か
ら
徹
底
し
た
日
本

語
教
育
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が
ら
、
英

語
に
よ
る
教
養
・
共
通
教
育
、
英
語
ま
た

は
日
本
語
に
よ
る
専
門
基
礎
教
育
を
経
て
、

専
門
教
育
段
階
か
ら
は
日
本
語
で
講
義
な

ど
を
受
講
し
ま
す
。
従
っ
て
、
遅
く
と
も

３
回
生
で
は
高
い
日
本
語
能
力
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
留
学
生

と
日
本
の
学
生
が
と
も
に
学
ぶ
少
人
数
ゼ

ミ
や
、
日
本
企
業
へ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
。
日
本
語
で
学
部
卒
業
レ
ベ
ル

（
あ
る
い
は
修
士
課
程
や
博
士
後
期
課
程

修
了
レ
ベ
ル
）
の
専
門
知
識
を
獲
得
し
ま

す
。
２
０
２
２
年
度
に
は
初
め
て
卒
業
生

を
輩
出
し
ま
し
た
。

　
「
英
語
は
ア
ジ
ア
圏
を
含
め
て
共
通
言

語
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
英
語
が
使
え

る
海
外
の
優
秀
な
高
校
生
を
積
極
的
に
受

け
入
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
日
本
語
が
あ

る
程
度
使
え
な
い
と
、
社
会
に
出
る
と
き

に
壁
に
ぶ
つ
か
る
の
で
す
ね
。
学
部
４
年

間
の
う
ち
に
日
本
語
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
卒
業

の
段
階
で
進
路
の
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す
。

本
国
に
帰
国
し
て
活
躍
す
る
の
も
い
い
で

す
が
、
日
本
で
大
学
院
課
程
等
に
進
学
し

て
も
い
い
し
、
企
業
に
就
職
し
て
も
い
い
。

さ
ら
に
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ 

ｉ
Ｕ
Ｐ
は
、
日
本
の

学
生
に
と
っ
て
も
英
語
を
本
気
で
勉
強
す

る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。
入
学
当

初
の
留
学
生
は
大
半
が
英
語
し
か
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
日
本
の
学
生
が
英
語
に
よ
る

で
き
る
恵
ま
れ
た
環
境
が
提
供
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
非
常
に
ユ
ニ
ー
ク
な
研
究
者
を

多
く
輩
出
し
、〝
Ｈａ
ｋｕ
ｂ
ｉ
〟
だ
け
で

通
用
す
る
ほ
ど
、
海
外
か
ら
も
高
く
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

Ｑ
値
（
国
や
組
織
の
全
論
文
数
に
占
め
る

上
位
10
％
の
補
正
論
文
数
の
割
合
）
を
見

る
と
、
白
眉
の
研
究
者
グ
ル
ー
プ
は
ハ
ー

バ
ー
ド
大
学
や
Ｍ
Ｉ
Ｔ
（
マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
工
科
大
学
）
に
匹
敵
す
る
成
果
を

挙
げ
て
き
て
い
ま
す
。
論
文
の
実
績
だ
け

で
な
く
、
主
体
的
に
何
を
し
た
い
か
、
具

体
的
な
研
究
計
画
に
主
眼
を
置
く
こ
と
が
、

結
果
的
に
人
材
育
成
に
と
っ
て
非
常
に
イ

ン
パ
ク
ト
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
実
証
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
」

経
済
的
に
困
窮
す
る
学
生
の
高
い
志
を

社
会
全
体
で
後
押
し
す
る

給
付
型
奨
学
金
「
Ｃ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

　

京
都
大
学
で
は
、
経
済
的
に
困
窮
し
な

が
ら
も
高
い
向
学
心
と
研
究
意
欲
を
持
ち
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
活
躍
を
志
す
学
生
（
学
部
、

修
士
課
程
、
博
士
課
程
）
を
支
援
す
る
返

済
不
要
の
奨
学
金
制
度
「Create the 

Future Project

（
Ｃ
Ｆ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）」

教
養
・
共
通
教
育
を
と
も
に
受
け
、
英
語

で
な
い
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
な

い
環
境
に
身
を
置
く
こ
と
は
、
良
い
意
味

で
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
り
、
生
き
た
英

語
を
勉
強
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
す
。
ま

た
、
ア
ジ
ア
の
優
秀
な
高
校
生
が
海
外
の

大
学
に
進
学
す
る
際
、
本
学
の
Ｋ
ｙ
ｏ
ｔ

ｏ 

ｉ
Ｕ
Ｐ
が
欧
米
の
有
力
大
学
と
並
ぶ

選
択
肢
に
入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

日
本
の
学
生
に
も
非
常
に
刺
激
に
な
る
。

互
い
に
切
磋
琢
磨
す
る
場
と
し
て
大
い
に

意
義
の
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
」
と
湊
総

長
は
説
明
し
ま
す
。

気
概
あ
ふ
れ
る
優
れ
た
研
究
者
ら
が

多
様
で
ユ
ニ
ー
ク
な
活
動
を
展
開
す
る

世
界
の
〝
Ｈ
ａ
ｋ
ｕ
ｂ
ｉ
〟（
白
眉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

　

西
田
哲
学
や
霊
長
類
学
な
ど
新
し
い
学

問
を
生
み
出
し
て
き
た
伝
統
を
持
つ
京
都

大
学
で
は
、
新
た
な
潮
流
を
拓
く
次
世
代

研
究
者
の
育
成
に
も
注
力
。
特

に
若
手
研
究
者
を
支
援
す
る
と

と
も
に
、
女
性
研
究
者
を
増
や

す
こ
と
を
重
点
分
野
に
位
置
づ

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
仕
組
み
を
構

築
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
、
ひ
と
き
わ
優
秀
な

若
手
研
究
者
に
５
年
間
研
究
に

没
頭
で
き
る
環
境
を
提
供
す
る

の
が
、「
白
眉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
す
。
国
籍
を
問
わ
ず
、
博
士

の
学
位
を
有
す
る
者
（
博
士
の

学
位
を
取
得
し
た
者
と
同
等
以

上
の
学
術
研
究
能
力
を
有
す
る

者
を
含
む
）
を
対
象
に
、
毎
年

あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
国
際
公
募

に
よ
り
選
抜
し
、
京
都
大
学
の
特
定
教
員

と
し
て
採
用
し
ま
す
。
２
０
２
２
年
度
は

２
８
３
名
の
応
募
が
あ
り
、
11
名
の
女
性

研
究
者
を
含
む
20
名
を
グ
ロ
ー
バ
ル
型
白

眉
研
究
者
と
し
て
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
湊

総
長
は
こ
う
話
し
ま
す
。

　
「
こ
の
事
業
は
国
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
政

府
の
補
助
金
に
依
存
し
な
い
本
学
独
自
の

取
り
組
み
と
し
て
２
０
０
９
年
に
発
足
し

た
も
の
で
す
。
自
ら
の
ア
イ
デ
ア
で
研
究

に
打
ち
込
み
た
い
若
手
研
究
者
を
世
界
中

か
ら
募
り
、
学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
有
識
者
に
よ
る
包
括
的
な
審
査
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
際
、
そ
れ
ま
で
の
論
文
な

ど
の
業
績
は
度
外
視
し
、
純
粋
に
そ
の
人

が
今
や
り
た
い
と
希
望
す
る
こ
と
に
対
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
フ
ィ
ー
ル
ド
か
ら
見
て

意
味
が
あ
る
か
、
価
値
が
あ
る
か
、
面
白

い
か
と
い
う
観
点
で
評
価
す
る
の
で
す
。

採
用
者
に
は
５
年
間
、
研
究
活
動
に
専
念

（4） 教育の国際化
○国際高等教育院国際教育プログラム
　英語による全学共通科目や、Kyoto iUPの留
学生とともにグループワークやプロジェクトに
取り組む科目の履修に加え、海外留学の経験を
積むことで、新たな価値観を創造する真の国際
性を涵養する学部教育プログラム。
　同プログラムの学生は留学の費用補助を受け
ることができる。海外の大学・研究機関との

「大学間学生交流協定」などにより、履修者は
イギリス、スイス、オーストラリア等幅広い地
域に留学している。

（5） 京都大学特色入試
　大学入学共通テストで測られる一定の基礎学
力を前提として、高校時代の顕著な活動内容

（例えば数学オリンピック出場など）が分かる
調査書や学業活動報告書、志願者本人が作成す
る「学びの設計書」などをもとに選考する。学
部によっては論文試験や面接、口頭試問などが
行われる。2023年度入試（法学部後期日程を含
む）の志願者は896人。合格者数は135人で、
募集人員の172人に届かなかった。合格者のう
ち女子は67人と約半数の49.6％に達した。なお、
2025（令和７）年度より、経済学部は推薦人員
を変更し、各学校長が推薦できる人数は、文系
型、理系型それぞれ２人（男女ともに在学する
学校における男子の上限はそれぞれ１人）まで
とする。法学部は後期日程を廃止し、学校推薦
型選抜を実施、募集人員は20人で各学校長が推
薦できる人数は２人まで（ただし、男子は1人
まで）とする。
※2025年度の変更点の詳細および大学入学共通
テスト経過措置科目の取り扱いは、京都大学の
ホームページでご確認ください。https://www.
kyoto-u.ac.jp/ ja/admissions/tokusyoku

● ザッツ・京大
　京都大学が標榜する「自由の学風」から生み
出される「京都大学らしさ」を集めたサイト。
好きなことをやれと言われても何をすればいい
のか分からない、そんな時にのぞいてみるのが
お勧め。大学という箱を使って、一人一人がど
う自分らしさを追求しているのか、「自由」の
正体がじわっと感じられてくる。渉外部広報課
にある「ザッツ編集部」が制作を担当する。
https://www.thats.pr.kyoto-u.ac.jp/

有機的につながる京都大学の学びの場

日本の学生とグループワークを行うKyoto iUP生

白眉プロジェクト「京都大学創立125周年記念
研究の魅力を見出す“鏡”プロジェクト」の様子

CFプロジェクト　記者会見の様子
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工
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経済
学部

法
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教育
学部

文
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学部とつながる10の大学院のほか、
学部をもたない独立研究科、
高度で専門的な職業能力をもつ
実務家を養成する
専門職大学院など、
計18の大学院を備えています。
世界に誇る独創的な学術研究が日々、
くりひろげられています。

※『京都大学　大学案内2024
　知と自由への誘い』より作成
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